
 

 

 

 

 

「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（感染症法）」第 12 条の規定により、全

ての医師は、対象の感染症の患者を診断したとき、迅速に最寄りの健康福祉事務所（保健所）へ届出

を行うことが義務付けられています。 

 

【医師の届出が必要な感染症一覧（感染症法）】 ※全数把握（すべての医師が届出） 

 

 

分類 疾患名 届出期間 

一類 

（7） 

エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、痘そう、南米出血熱、ペスト、 

マールブルグ病、ラッサ熱 
診断後直ちに 

二類 

（7） 

急性灰白髄炎（ポリオ）、結核、ジフテリア、重症急性呼吸器症候群（SARS）、

中東呼吸器症候群（MERS）、鳥インフルエンザ（H5N1、H7N9） 
診断後直ちに 

三類 

（5） 
コレラ、細菌性赤痢、腸管出血性大腸菌感染症、腸チフス、パラチフス 診断後直ちに 

四類 

（44） 

A 型肝炎、E 型肝炎、ウエストナイル熱、エキノコックス症、エムポックス、

黄熱、オウム病、オムスク出血熱、回帰熱、キャサヌル森林病、Q 熱、狂犬病、

コクシジオイデス症、ジカウイルス感染症、重症熱性血小板減少症候群

（SFTS）、腎症候性出血熱、西部ウマ脳炎、ダニ媒介脳炎、炭疽、チクングニ

ア熱、つつが虫病、デング熱、東部ウマ脳炎、鳥インフルエンザ（H5N1・H7N9

除く）、ニパウイルス感染症、日本紅斑熱、日本脳炎、ハンタウイルス肺症候

群、B ウイルス病、鼻疽、ブルセラ症、ベネズエラウマ脳炎、ヘンドラウイル

ス感染症、発しんチフス、ボツリヌス症、マラリア、野兎病、ライム病、リッ

サウイルス感染症、リフトバレー熱、類鼻疽、レジオネラ症、レプトスピラ症、

ロッキー山紅斑熱 

診断後直ちに 

五類 

（25） 

麻しん、風しん、侵襲性髄膜炎菌感染症 診断後直ちに 

アメーバ赤痢、ウイルス性肝炎（A・E型除く）、カルバペネム耐性腸内細菌目

細菌感染症、急性弛緩性麻痺（ポリオ除く）、急性脳炎（特定疾患除く）、ク

リプトスポリジウム症、クロイツフェルト・ヤコブ病、劇症型溶血性レンサ球

菌感染症、後天性免疫不全症候群（HIV/AIDS）、ジアルジア症、侵襲性インフ

ルエンザ菌感染症、侵襲性肺炎球菌感染症、水痘（入院例）、先天性風しん症

候群、多剤耐性緑膿菌感染症、梅毒、播種性クリプトコックス症、破傷風、バ

ンコマイシン耐性黄色ブドウ球菌感染症、バンコマイシン耐性腸球菌感染症、

百日咳、薬剤耐性アシネトバクター感染症 

診断後 7日以内 

感染症と診断した場合は最寄りの

健康福祉事務所（保健所）へ届出を！！



医療機関から届出があったら・・・・ 

医療機関の皆様から感染症法に基づく届出を受理後、 保健所では以下の流れで対応を行います。 

各段階において、必要に応じてご協力をお願いする場合があります。  

 

 

 

 

      《届出内容の確認》 

①届出基準を満たしているか 

②公衆衛生学上の知見との矛盾の有無 

③患者情報(病原体及び診療情報、現在の病状、治療方針等) 

④患者の住所及び現所在地、キーパーソンを含む連絡先 

                      ⑤届出医師名、医療機関連絡先および担当者(窓口)の確認 

                     

①病状の重篤性や感染力、患者の行動状況等を鑑み、疫学調 

査等迅速に対応 

                      ②接触者健診の必要性 

                                            ③医療機関へ情報照会(病状経過や検査状況、接触者有無等) 

 

                      

 ①行動調査を行い、感染症の発生状況を確認 

                      ②感染可能期間の接触者を調査し、健康診断の範囲を決定 

 

 

 

                      ①(必要に応じて)入院勧告、就業制限や消毒実施通知 

                      ②(必要に応じて)接触者の健康診断の受診勧告                     

 

 

 

※個人情報の提供について（感染症法関係） 

「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（感染症法）」に基づき、医師が対象となる感染症

患者を診断した場合には、氏名・年齢・性別・病名等の必要な個人情報を健康福祉事務所（保健所）を通じて行

政へ届け出ることが法律上義務付けられています。 

この情報提供は法令に基づくものであり、個人情報保護法に抵触するものではありません。また、患者本人の

同意は不要となります。 

なお、提供いただく情報は感染症法および関係省令で定められた範囲に限られ、感染症の発生把握及びまん延

防止の目的以外には使用されません。 

 

適切な感染症対策のため、ご理解とご協力をお願いいたします。 



◆健康福祉事務所（保健所）による疫学調査が必要な届出疾患一覧◆ 

類型 該当疾患 疫学調査 内容 

一類 
エボラ出血熱、クリミア・コンゴ熱、痘そう、 

南米出血熱、ペスト、マールブルグ病、ラッサ熱 
必須（直ちに） 

感染源、接触者、 

行動歴、職業等 

二類 
結核、ポリオ、ジフテリア、SARS、MERS、 

鳥インフルエンザ（H5N1／H7N9） 
必須（直ちに） 

三類 
コレラ、細菌性赤痢、腸管出血性大腸菌感染症、 

腸チフス、パラチフス 
必須（直ちに） 

四類 
デング熱、SFTS、日本脳炎、レジオネラ症、 

日本紅斑熱、マラリア、チクングニア熱 等 

原則実施 

※蚊媒介、ダニ媒介 

飲食物、環境由来等 

五類（全数） 
麻しん、風しん、侵襲性髄膜炎菌感染症 

カルバペネム耐性腸内細菌目細菌感染症（医療機関） 

必要に応じて 

※集団発生、重症例、 

二次感染防止のため 

五類（定点） インフルエンザ、感染性胃腸炎、新型コロナ等 

原則不要 

※集団感染発生時は

対応 

施設内調査 

感染対策実施状況 

感染マニュアル確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感染症と診断されたご本人に対し、健康福祉事務所（保健所）は疫学調査を実施します。 

そのため、健康福祉事務所（保健所）からご本人やご家族にご連絡させていただく必要があります。 

円滑な疫学調査等実施のため、医療機関の方々のご理解とご協力が必要となります。 

 

以下の点について、医療機関から患者様・ご家族様へお伝えください！ 

 

（１）ご本人とご家族への病名告知 

（２）健康福祉事務所（保健所）への医師の届出義務について 

（３）感染予防対策（手洗い、室内の換気、マスクの着用、消毒等） 

（４）ご本人・ご家族の連絡先を健康福祉事務所（保健所）に伝えることの了解を得る 

（５）健康福祉事務所（保健所）から今後の対応等について連絡があること 

（６）家族等の接触者健診は健康福祉事務所（保健所）が対応（接触状況等により必要性判断） 

（７）ご本人・ご家族が不安な場合は、健康福祉事務所（保健所）への相談を勧奨 

     《相談窓口》加東健康福祉事務所 健康管理課（保健師） 

             ☎ 0795-42-9436（平日 9:00～17:30 ※土日祝日除） 

        0795-42-6228 


